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第74回舞踊学会大会　特別企画
■シンポジウム 

ダンス教育をめぐる境界を超え，未来へつなぐ
－多様な身体表現・コミュニケーション・SDGs 教育（ESD）－

	 提題者（登壇順）
	 八木ありさ（日本女子体育大学）

	 大橋さつき（和光大学）

	 山﨑　朱音（横浜国立大学）

	 堤　　康彦（NPO 法人 芸術家と子どもたち）

	 司会・進行
	 猪崎　弥生（放送大学，舞踊学会会長）

11月20日（日）13：30～16：00　聖心女子大学　３号館１階　宮代ホール

【猪崎】本日のシンポジウムは学会のテーマを受
けておりまして，さらに昨日の基調講演と鼎談か
ら導き出された色々な思いを引き受けながら行っ
ていきたいと思っております。

昨日の永田佳之先生のご講演はダンスの可能性
に言及していただいたことによってわれわれは勇
気付けられたり，励まされたりしたと思います。
教育の中でメインストリームになっている教育学
よりも，むしろ身体に関わるダンスの可能性が
SDGsに対して大きな可能性を秘めているとお話
ししてくださいました。

今日のシンポジウムは，未来につないでいくダ
ンス教育の在り方についてですが，ダンス教育を
学校で展開されたダンス教育にとどまらないで幼
児から高齢者に至る人間の生涯を視野に入れた社
会でも多様なダンス教育を含む広い意味で捉えて
いることになります。

これまでのダンス教育は，学校の内外とか体育
か芸術かという２つの境界をめぐる問題を抱えて
いましたが，最近では子どもを取り囲む社会環境
が急速に変化する状況にあって，これらの境界を
越える往来と拡張の新たな取り組みが始まってい
ると考えられます。

そこで今日のシンポジウムはそのテーマにふさ
わしい４名の登壇者をお招きすることができまし
た。様々な立場での実践と研究の具体的な姿と，
様々な切り口から本日のシンポジウムのテーマに
迫っていただき，ダンス教育の現実を問い掛け，
未来への可能性を考え，未来への姿を描いていき
たいと思います。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

ダンスが行われる場の多様性を
見つめる

八木ありさ

1．ダンスの性質と考えられて来たこと
ダンスの起源について考えるとき，大きく分け

て２つの道があるのかなと思います。
原始の頃に人類は，生きていくために必要な自

然現象の解釈や，超絶的な力に対して交信を試み
るようなことを始めていきます。そうした例の一
つとして，人々がライオンやシカなど，ある優れ
た特徴を持った動物や神・精霊などに変身して，
それらが持つ力を自分の体に引き込みたいと考え
た。模倣対象となる運動イメージと，運動の中で
起こる精神状態の変化とを結び付けて，ある種の
呪術的効果を期待していく。このようなことが儀
礼へと発展していったことは，皆さんもよくご存
じだと思います。こうした営みの形跡が，遺物，
遺跡や伝統舞踊の中に残っていることも多いです。

一方，何だか気持ちが高揚して体が動いてし
まった，というようにして生まれてきたダンスも
あるはずです。こちらは史跡などに残りにくい性
質を持っており，初期の姿を確認しにくい。しかし，
例えば（スクリーンに写っている）紛争地で素敵
な瞬間を切り取ってきてくださっている長倉洋海
さんの写真のように，命の危険のある厳しい環境
でもふとした瞬間に子どもたちは踊っている。こ
れは，運動の快感を繰り返し味わいたいから，そ
のこと自体が楽しいから踊るという自己目的的活
動，遊戯活動の性質を持ったダンスであり，それ
はとても自然なことのようです。自然に発生した
であろう遊戯的ダンスが，先ほどの祭儀的な性質
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のものよりも前からあったダンスの姿なのかもしれな
い，という推論もご納得いただけると思います。

2．語の由来から見るダンスの性質
次にそんなダンスの性質を人々はどんなふうに

捉えてきたのかを，人々がそれを呼んできた名称
の面から捉えてみましょう。

日本語の「舞踊」という言葉は，古い時代から
用いられているようなイメージがありますが，ご
存知の通り，実は明治の頃から使われ始めた言葉
です。「舞う」と「踊る」という言葉が合わさっ
ており，いずれも動きの特徴を表していると考え
られています。
「舞う」は旋回，あるいは回転からくる刺激や

快感を表し，「踊る」が主に上下方向の動きから
来る刺激のことで，時には激しい繰り返しの末，
意識を失うほどのこともあったでしょう。こう
いった動きの性質はシャーマニズムとも関わりが
あると言われます。

この他に，舞踊を構成する動きやその動き方を
決定する行為を「振り付け」と呼ぶことがありま
す。意識が遠のいている者を揺り起こすこととか，
あるいは体を激しく揺すって深いところからエネ
ルギーを湧き出させるような動きと関連がある。
また，振りは模倣を主体とした行為であると考え
られることもあります。何かの振りをする役者は，
神様の前で役を演じてその身振りをする。そして
神様を楽しませたり落ち着かせたりしていたわけ
です。

次に外国語の例を見てみましょう。英語を中心
として用いられているdanceは，元々震える，振
動するという意味だそうです。古英語のsealtian，
ラテン語のsaltare，saltoは，生まれ出る感じで
跳躍するさまや空中に跳び上がって体を回転させ
るような動きなのだそうです。ラテン語のballare
とギリシャ語balliseinは共に，喜ばしい時に跳び
回る，踊り回ること。古代ギリシャでは体を投げ
出すようにして旋回する動きを見付けてダンスと
して扱い，ダンスでは高い身体能力を必要とする
という認識が育っていったんだと想像されます。
中国の表現で，「舞踊のできないものに武器を持
たせるな」というのがあるそうですが，こちらも
身体能力の高さ，体力とコーディネーション能力
の高さをイメージしています。

こんな言葉の観察から，私たちが捉えようとし
ているダンス，舞踊という現象には文化や歴史に
よって異なる呼び名があるものの，振る，揺する
動き，そして飛んだり踏んだりする動き，回る動
きという大きな３つのタイプの運動の性質を持っ
ていることと，喜びで高揚する様子や高度な身体
技術を駆使している様子と深く関わっていること
が推察されます。

純然と遊戯的な性質から身体能力や技術を磨く
ところまで眺められる，いくつかの例を動画で見
てみましょう。ここまで話題になっていた運動要
素である，踏む，回る，揺するといった動きは，
様々な文化で基本の動きとして踊られていて，そ
の組み合わせなどを楽しんでいる，あるいはそこ
に意味を持たせているようだ，ということが読み
取れました。

3．ダンスの多様な目的
さてここで人々がダンスをしてきた目的を簡単

に振り返ってみると，今見てきたような「遊戯」
「祭儀」がまずあったのかもしれない。そしてこ
れらのコンセプトをさらにブラッシュアップした
り，変革したりしていきたいという「審美」性へ
向かう心の動きが生まれる。また，共に行うこと，

「交流」をコミュニティー作りに活用し，集団を
管理するようなことさえ可能となっていった部分
もあったんじゃないか。そんな，大きく４つの目
的が考えられます。

交流について，最近の例を見てみます。コロナ
禍の最中でさえネットを通じて空間を超えてダン
スを共有しよう，鑑賞するだけではなく共に踊ろ
うという動きが見られます。今見えているのは，
郡上踊りを一緒に踊る人が欲しいからオンライン
で配信するので一緒にやりませんかというイベン
トの画面です。

また，オリンピック，パラリンピックの機会に
は文化交流プログラムが盛んに行われますが，開
会式や閉会式でメッセージ性のあるダンスが鑑賞
の対象として展開されるという以外に，ダンスを
共に行うこともあります。例えば，ご覧いただく
のは，ウガンダと日本のホスト都市の交流を促進
して，その取り組みを発信するために作られた動
画です。場所，あるいは文化を超えるために，お
互いに持っている特徴的な動きを学び合って，そ
れを集めたダンスにして共有をして，映像を通じ
て交流，学び合ってきた様子が分かります。盆踊
り的な動きとウガンダの民族舞踊的な動きをうま
いことミックスしたものを作って，お互いに覚え
て，お互いに動画を送り合ってみたいなことをし
たそうです。

このダンスの部分を制作したり，音楽を制作し
たりしたプロジェクトでは，私どもの大学で舞踊
を専攻した卒業生たちが貢献していて，内心，自
慢です。

先ほどの目的の種類に戻りましょう。こうした
中で，ダンスを通して得られることをさらに何か
に役立てる，人間の教育に役立てるということが
起こってきます。

教育というのは，価値を伝え学ぶ活動だとした
時に，ここで伝えられる価値には何があるでしょ
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う。神の物語や民族の歴史をより身近に実感して
もらうことだったり，仕事の手順や集団行動など
のトレーニングになっていたり，暦とセットで行
われることで自然との付き合いを学ばせてくれた
り，という例が考えられます。そしてダンスの中
で人の多様性に触れ，そこから得られる何ものか
を活かしていく，という方向性のものについては，
この後の登壇者の先生方がお話しくださるわけで
すね。

ダンスによる多様性の経験という考え方は新し
いようで，実は50年以上も前から伝えようとして
いる人たちはいました。1969年に東京で開催され
た国際女子体育会議の大会で，故・松本千代栄先
生が，ダンス教育について発表なさった基調講演
のスライドを１枚だけお借りしてきました。「教
育的芸術経験（としてのダンス）」が，「全ての人
間のいきいきした感情の表出」や「人間相互の理
解と融合を深める」という役割を果たす，とされ
たものです。

さらにはこんな風に（ラバンが中央に立ち，群
舞を指導している写真を見ながら），ダンスの中
で大変よく感じとられる心と体のつながりを，集
団の質の向上に意図的に利用する，ということも
可能なわけで，古代社会では，シャーマンとして
これを得意とする人々が為政者や集団を教え導く
立場であった例も多くあります。

一方で，当然ですが，これが危険な意味を持つ
ことも大いにありうる（社会主義国での軍事パ
レードの写真やヒトラーがスタジアムで講演して
いる写真を見ながら）。

4．さらに多様な踊る理由
さて，他にも当然，踊る理由はたくさんあります。

健康の維持増進回復ということもありますし，年
齢を超えて，障がいの有無を超えて，病を得ても
ダンスを通じて引き出される心と体の健康がある。
そんな辺りをもうちょっと見ていこうと思います。

高齢者を対象としたダンスや，認知症などある
種の疾病の特徴を捉えて，なおかつダンスを楽し
んでもらうという取り組みが本当に増えてきまし
た。画面で紹介しているのはパーキンソン病の例
ですけれども，それに限らず，がん患者でダンス
を通してがんが小さくなる例があるという研究発
表もあったりします。

ここは多様性というくくりにしたいですが，ご
覧いただいている写真は，上は世界中に活動を展
開しているCan Do Co. Dance Company。日本で
も創立メンバーのアダム・ベンジャミンから，大
きな影響を受けた人たちが多くいて，コミュニ
ティダンスやインクルーシヴダンス，あるいは敢
えて名前はつけない自分たちのダンス，を展開し
ています。左はAMICIと言ってヴォルフガング・

シュタンゲさんというドイツ出身の方がイギリス
で立ち上げたインクルーシヴダンスの嚆矢と言っ
てもいいような活動です。

もう一息，マクロな視点で眺めてみます。社会
の仕組みから取り残されたり隔離されたりして孤
立している人々にもダンスが力を発揮する。社会
から孤立してしまったらせっかく持っているエネ
ルギーや力を発見，発揮できない。場合によって
はネガティブスパイラルに入って後退していって
しまうような，自分や他者を傷付けていってしま
うような状況で，ダンスが意味を持つかもしれな
いということです。

これはフィリピンの刑務所の例です。刑務所の
処遇が大変悪い中で刑期を終えて社会に出ても再
犯率がかなり高いそうです。社会と切り離された
刑務所の中で何年も過ごすうちに，信頼関係の作
り方も忘れてしまう。そんな中，フィリピン，セ
ブ島の刑務所で比較的重い犯罪歴のある人たちの
グループでダンスを取り入れたところ，強制的な
体操などには目もくれないような受刑者もダンス
には進んで参加するようになっていった。身体的
な健康状態が改善する傾向があったほか，受刑者
たちはグループ行動に慣れて，その意味も理解で
きて，外部からの見学者も増えてきていることに
勇気付けられてかなり社会性を高めている。この
動画で10年前と比較して見ても表情などもずいぶ
ん違うんじゃないでしょうか。

次に，路上生活で孤立を深めている人たちの例
もあります。ソケリッサという路上生活の方たち
のダンスグループをリードしているアオキ裕キさ
んがなさっている活動の一端が『ダンシングホー
ムレス』という映画になっています。登場する人
たちの言葉の重みがすごくてずっと観てしまいま
すけれども，ダンスの中で経験されることの切実
感というのが強く感じられます。

社会の回復にダンスの力が大きく役立つことに
ついて，他にも色々な例が挙げられると思うんで
すけれども，例えば，国を持たずに，しかし民族
としての独自性を確認しながら生きているこのク
ルド族の人々が集まって踊っている様子です。日
本にもコミュニティーがあって，日本で生まれ
育った世代がもう立派な青年になっている。そし
てそこでは，アイデンティティと結びついたこの
踊りが見られるんですね。

北米のネイティブ・アメリカンの人たちが文化
的に抑圧されてアイデンティティを失うことへの
歯止めとして，POW WOWというイベントを定
期的に行っているのも良い例と言えます。ここで
は本来であれば敵対していたような部族も集まっ
てダンスで競う。あるいは色々な種類のダンスが
あることを確認しあって，自分たちの部族のダン
スを見せ合って，高め合うというようなことをし
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ています。またソビエト連邦があった頃に生まれ
たラトビアの祭典の例もあります。意志に反して
連邦に併呑されてしまった後も独自の文化や精神
を保つため，４年に１度全国から何万人もが集
まって歌って踊る。マスで踊り歌う時に「自分た
ちらしさ」の感覚が強まる様子がよく感じられま
す。

5．多様性を引き込むダンスらしさ
見てきたようにダンスが持つ大事な特徴は山ほ

どあるわけですが，２つぐらいにまとめるとする
と，ルールや道具に縛られずに，参加者や，その
場に応じたかたちに変化させることができるとい
う点と，言葉を超えて感じ取られるその人丸ごと
がクローズアップされることで，自然な表現や非
言語交流が実現できるという点となります。

型のあるダンスというのもあるから，そこは
ルールに縛られるんじゃないかと思われるかもし
れないけれど，それを，時と場合や目的に応じて
柔軟に変更できる訳ですよね。

いろいろなお話をしてきましたが，踊る人それ
ぞれがその意味を感じて踊っているわけだから，
外からこっちのほうがいいよ，正しいよというよ
うなことは言わなくてもよい，その人にとっての
意味を尊重することを通じての幸せがあるのでは
ないかなと思えてきています。そんなふうにシン
ポジウムの扉を開けて，私の担当部分を終わりに
したいと思います。

障がい児のウェルビーイングと
身体表現遊び

大橋さつき

1．子どものウェルビーイングとムーブメント教
育・療法

私の活動の基盤となるのは，運動遊びを原点と
した発達支援法である「ムーブメント教育・療法」
で，これに身体表現の要素を強化して障がい児支
援や子育て支援の場で活用してきました。ムーブ
メント教育・療法では参加者の主体性を重視して，

「〇〇したい」を引き出すアプローチが基本にな
ります。人間の発達を統合的に捉えて，「からだ・
あたま・こころ」の広がりを常に考慮して「動く
ことそのものを学ぶこと」と「動きを通して学ぶ
こと」の両方から子どもの全体的発達を支えてい
きます。

一方，「ウェルビーイング」は本大会のテーマ
であるSDGsの提言やコロナ禍の変化で注目を集
めている言葉です。ウェルビーイングは幸福，健
康，福祉などの意味に解釈され，WHOの健康の

定義では「満たされた状態」と訳されています。
SDGsで掲げられた17の目標の１つにも「Good 
Health and Well-Being」という目標があり，こ
れを受け，日本政府は成長戦略として国民がウェ
ルビーイングを実感できる社会の実現という言葉
を明記しました。OECDの提言でも教育の未来に
向けた枠組みがラーニング・コンパスとして示さ
れ，教育の最終目標は個人，社会，地球環境のウェ
ルビーイングと定義されました。日本の教育分野
でも，ウェルビーイングは，いよいよ重要なテー
マとなってきました。日本政府の提言には，目指
すべき教育の核として，「子どものウェルビーイ
ング」の実現が掲げられるようになりました。

しかし私がこのウェルビーイングに注目したの
は最近のことではありません。実はムーブメント
教育・療法を体系化したM. フロスティッグ博士
が1970年に出版した本に，ムーブメント教育・療
法の中心的な目標は「生命および人間の尊厳を前
提とした健康と幸福感の達成」であると書かれて
いるのです。私は20年以上実践に取り組んでいま
すが，フロスティッグが唱えた「健康と幸福感
の達成」について，今もまだ問い続けています。
WHOの健康の定義やQOLの考え方に照らし，少
なくとも参加者が快く楽しいと感じ，笑顔や拍手
が多くなっていれば目標に近づいているだろうと
信じつつ実践を続けてきました。

本発表では教育の中心にウェルビーイングを位
置づけることが求められている今，改めて「健康
と幸福感の達成」を掲げて取り組んできた自身の
実践を振り返り，皆さんと共に子どものウェル
ビーイングを大切に生きる未来への足がかりを得
たいと思います。

2．遊びの場の共創－ウェルビーイングの醸成－
①「環境」の力を最大限に活かす

ムーブメント教育・療法では，子どもが主体的
に動きたくなる環境づくりを目指します。目の前
に風船が出てくればつい手を伸ばしたくなるよう
に，遊具や音楽を活用して子どもと環境との対話
によって生まれる動きを重視します。

WHOでは2001年に，ICF（国際生活機能分類）
を採択し，「障害」の捉え方を改めました。それ
以前は，機能障害があると能力障害を引き起こし，
何らかのハンディキャップをもたらすという一方
的な関係でマイナス面を分類した上で，能力を改
善するためには治療や訓練が必要だという捉え方
でした。これに対して，ICFでは，個人の「心身
機能・構造」レベルだけで障害や健康状態を判断
するのではなく，「活動」レベルや「参加」レベ
ルを独立させて，その上で，「個人」と「環境」
の相互関係でプラス面を重視して全体を捉えます。
個性を尊重しながら人間を包括的に考え，「生き
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ることの全体像」をとらえようとする動きや個人
と環境の関係性から，「○○があれば，△△がで
きる」という視点，「マイナスを減らすことよりも，
プラスを増やす」という視点から支援の方向性を
探ろうとする取り組みが増えてきました。ムーブ
メント教育・療法では，このような動きを先取り
して実践していたと考えられます。

例えば，感覚過敏などで手を握るのが苦手なお
子さんがいる場合，手をつないで輪になって皆で
一緒に踊ることはできないでしょうか。環境の工
夫の一例として，写真のように各自がフープを
持ってつながる方法はどうでしょうか。感覚過敏
の子どもの他に身長差があっても皆が楽な姿勢で
つながるような展開が可能になります。遊具や音
楽以外でもテーマやストーリーも環境要因と考え
ています。この写真は「冬眠中のクマさんを起こ
さないように移動しよう」という設定を皆で共有
した場面です。多動傾向のある子どもたちも静か
に移動することができました。

学生たちと一緒に取り組むようになってから特
にストーリーやテーマをより多く設定するように
なり，参加者全員で場を創る面白さを追求してき
ました。元々ダンスや舞台に興味を持った学生た
ちが私の周りに多かったことも影響して，学生た
ちが創るプログラムがより創造的でドラマ性のあ
るものに発展していきました。そして，「本気で
遊ぶ」学生たちの存在そのものが子どもたちに
とってより魅力的な環境になっていきました。

動画で紹介したプログラムの実践例に現われて
いるように，障害の改善・軽減や能力向上のため
の訓練的な介入ではなくて，集団遊びの中で強み
を生かして環境をデザインし関係性をアレンジす
るという考え方が根底にあります。課題を一方的
に与えるのではなく，機会として提供し，子ども
が主体的に参加し，お互いに関与しながら共に遊
びの場を創ることで成立するアプローチを取って
います。

②母親の幸福感に着目して
私は，学生たちのおかげで，最も魅力的な遊び

環境は「人」であるということを確信しました。
その後，自分自身も母親になった経験が大きかっ
たと思いますが，子どもの育ちに影響を与える環
境として，母親の幸福感についてより深く考える
ようになりました。日本の実情から「子育て支援・
障がい児支援＝母親支援」であると考えられます。
実践に参加する母親たちが元気になっていくこと
を実感していましたが，改めて記録を元に「どん
な時にママは幸せな気持ちになっていたのか」に
ついて調べてみました。その結果，次のＡ～Ｆの
分類が見えてきました。

Ａは「自分自身のリラックス・心身の解放」で

す。ゆっくりした音楽で行うダンスやストレッチ
の活動では母親たちも気持ちがほぐれた，リラッ
クスできたという感想と共に幸せな気持ちが残さ
れることがあります。また，リラックスというよ
りは遊びの中で自分自身を解放する体験も幸せな
気持ちに関係しているようでした。

Ｂは「我が子や他者との交流活動の分かち合い」
です。発達障がい児のお母さんの場合，特に我が
子との情動的な交流をうまく体験できないケース
があります。動画のダンスのように，「お母さん
の鼻はどこかな，お口はどこかな」と身体部位を
確認してタッチしながら一緒に揺れているだけの
活動でも，このお母さんは本当に嬉しかったとい
う感想を書かれていました。

次はＣより先にＤを紹介します。Ｄは「我が子
が何かができるようになったり成長を感じる変化
を見せたりした時」の喜びです。この動画は，そ
れまで集団活動に入れずにいた自閉スペクトラム
症の男の子が変化を見せてくれた日の記録です。
お返事ができたり，パラシュートにも初めて乗る
ことができたりしたのでお母さんもお父さんも周
りの人たちも皆で喜んでいます。

Ｃに戻ります。私はこのカテゴリーが一番大事
だと思っているのですが，Ｄとは違って，子ども
は変わらないのに母親の受け止め方が変わって，
嬉しいと感じているのです。例えば，この動画
は，「フープの中に左手を入れて」という身体部
位の確認をするプログラムで，他の人たちは，床
に置いたフープの中にしゃがんで左手を入れてい
るリーダーのお手本を真似しているので同じ動き
です。けれど，ある男の子が立ち上がって伸ばし
た左手にフープをかけました。ここで，「すごい！
違うやり方だけど，フープの中に左手が入ってい
るね！いいね！」と肯定的な反応があったことに，
母親は驚きと喜びを表しています。

これはボルダリングの壁を利用した「ボルダリ
ングぺったん」と題した活動の記録で赤青黄の色
を識別する課題が含まれています。この時の，こ
の男子の手の動きは自閉スペクトラム症特有の

「クレーン」と呼ばれるもので数ケ月前に診断を
受け，母親は我が子が自分の手を取ってクレーン
をやるたびに悲しくなると話していました。とこ
ろがこの時，「色が全部分かっていて嬉しかった」
と書いていまして，確認したら映像でも笑顔でし
た。確かにクレーンなのですが，母親自身の肯定
的な受容が増えることで幸せな気持ちも増えて
いったのです。

次は，Ｅは「我が子を受容する場への感謝」で
す。この動画は，「花」をテーマにしたクリエイ
ティブなプログラムの記録ですが，元々は学生た
ちが開花のイメージで踊ってみせて，子どもたち
は座って鑑賞してもらう予定でした。しかし，あ
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る女の子がすっとリーダーの学生のところに歩み
寄って「私の花も混ぜて」と，花に見立てたスカー
フをくっつけるようにしてきたんです。引き寄せ
られるように何人か他の子どもも出てきまして，
学生たちもうまく適応して，即興的な花を咲かせ
る表現が生まれました。この女の子はADHDの
傾向が強くて学校では否定されてばかりで苦しん
でいたそうで，この子の母親は我が子の主張をう
まく受け入れてもらえて，場が展開したことに感
動した，嬉しかったとコメントを残しています。

最後にＦは，「他者の喜びに対する共感や場全
体への満足」です。例えば，Ｄで紹介した男の子
がパラシュートに初めて乗った場面で，一緒に喜
んだ他児の母親たちの感想がこのカテゴリーにあ
たります。

また，全体の活動の充実や場の盛り上がりを喜
ぶ時は，主語が「私が」とか「私の子どもが」で
はなくて，「私たち」になるのが特徴です。「私た
ちは，今日はすごく楽しく活動できて嬉しかった」
といった感想が残っています。さらに継続して活
動に参加しているうちに，全体に貢献しようとす
る動きを見せる母親も出てきて，そうすると，「私
の子」ではなくて，「私たちの子」という視点か
らのコメントが増え，Ｆのカテゴリーが多くなっ
てくるようです。

③共生・共創を目指した舞台づくりの実践から
残念ながら現在はコロナ禍の影響で活動が継続

できていませんが，コロナ前までは大学と地域の
連携が進む中で私たちの活動により多様な人たち
が集まるようになり，生活圏を共有する人たちで
子育てを共有する意識が芽生えていました。共に
遊びの場を創る実践の中で，「支援する側 ‐ され
る側」という関係を超え，育み合う場に発展して
いたと思います。ここでは，大学と地域の継続的
な連携において実現した取り組みを紹介します。
「心音（こころね）プロジェクト」は，2016－

2017年度和光大学地域連携研究センター主催の社
会連携研究プロジェクト「共生・共創をめざした
創造的身体表現遊びの実践─地域と大学の連携に
よる子育て支援・障がい児支援の取り組みを土台
に─」の通称です。和光大学の学生・卒業生と地
域の子どもたちや大人たちが，ダンスやアート，
太鼓などの表現あそびのワークショップを楽しみ，
それらを活かして舞台発表という新しい「場」を
生み出すことを目的として実施されました。舞台
活動という課題を通して，地域と大学の連携によ
り実現する創造的な身体表現遊びの場が，いかに

「共に生きる場を共に創る」体験を促進すること
ができるのか，また，その場の体験が，一人ひと
りの変容にどのように関係するのかについて検討
することをねらって活動を開始しました。地域か

ら，障害や年齢（０歳児を含む親子から60代女性
まで），経験に様々な違いのある人たちが集いま
した。

発表会本番は，2017年３月に神奈川県内のホー
ルにて，約30分の舞台パフォーマンスを上演しま
した。本プロジェクトの特徴は舞台上演を最終的
な目標としながらも，その実現のための手法とし
て極力，練習や稽古といった活動を避けたことに
あります。あくまで遊び活動として積み上げてき
た営みを土台に即興的な表現を重視し，自然なか
たちで各々が舞台上で表現できるように工夫しま
した。この「遊んでつくる，舞台でも遊ぶ」をモッ
トーにした展開については，参加者の多くが「舞
台本番までの全ての過程を最後まで楽しむことが
できました」「舞台上でも遊んだ」と述べていました。
観客のアンケートでも「出演者の遊び心溢れる偽り
のない表現に心打たれた」などの好意的な感想が
寄せられおり，十分な手応えがありました。

実際の発表本番の映像をご覧ください。これは，
チンドン屋さんの遊びから生まれた登場のシーン
です。楽器を自分たちでつくって音遊びを楽しむ
ところから始めました。客席の後ろから通路を
通って音を鳴らしながら練り歩いて舞台に上がっ
てぐるぐる回って横一列になって口上を述べまし
た。

穴が空いている長い布でできたオリジナル遊具
を用いたシーンでは，草木の芽生えを表現しまし
た。特に決まった振付などはなく，布を持ってい
る学生たちには少しだけ段取りがありますが，あ
とは皆自由に穴に手を突っ込んだり頭を出したり
しています。

これはムーブメント遊具のパラシュートを応
用してビニールで作成したものを用いた場面で
す。やさしく揺れるパラシュートの下に集まっ
て，包まれています。自分の身体の縁取りをした
シルエットがセロファンなどで彩られてあるので，
子どもたちは下から自分のシルエットを見つけて
喜んでいます。劇場の照明が強く当たってきれい
だったので，出演者が舞台上で「わ～」と声を上
げ，観客にもその想いが伝わったようでした。
「光で遊ぶ」活動から生まれたシーンでは，照

明担当者も出演者の動きを見ながら即興で操作し
ています。最初は光と鬼ごっこをして，光から逃
げています。次に音楽が聴こえてきたら逆に光の
中に入るというルールで遊ぶシーンに続きます。

「光の中で全員の顔がお客さんから見えるといい
ね」という目標は共有していましたが，あとは何
も決めないままでした。それでも本番は，出演者
たちは即興で様々な姿勢をとり，互いに関係しな
がら，群像としてのポーズで魅せてくれました。

太鼓の得意な学生がいて太鼓のワークもやった
ので，太鼓を活かしたシーンも生まれました。光
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にプラス太鼓で，光が当たったところにいる人た
ちがたたくという簡単なルールで展開しました。
これに赤青黄色の色のイメージも追加して楽しみ
ました。

最後のシーンは「波」をイメージして，太鼓の
音に合わせて走り出て跳ぶ，戻ってまた跳ぶとい
う単純な動きの繰り返しだけの表現です。ラスト
は，ぐるぐると渦になって走り，海のイメージで，
舞台正面に大きくジャンプをして終わりました。
大人も子どもも学生たちも一体化して生き生きと
波になって動いていました。

3．「私たちのウェルビーイング」を共に創る縮
図的な体験として

ウェルビーイングは個人の短期的な状況や感情
の状態のとどまらず，より包括的で個人を取り巻
く集団コミュニティー，社会が継続的により良い
状態であることを言います。つまり個人のウェル
ビーイングの向上は，場のウェルビーイングの醸
成でもあると考えられます。

そのような視点から改めて自身の活動を振り返
ると障がい児の一人ひとりのウェルビーイングを
大切にして活動してきたことが当然ながら周りの
遊び環境の力を重視する展開になっていて，結果
として「私たちのウェルビーイング」を醸成する
というところまで見えてきたかな，その「私たち」
というのは家族や地域コミュニティーまでは確実
に言えるかなというふうに思っています。小さい
活動ですけど，発信し続けることで少しは社会の
ウェルビーイングにもつながるかもしれないと考
えていたところです。

昨日，永田先生の基調講演でお話しいただいた
蚊取り線香の図の「？」のところに何が入るのか
ということについて考えてみたのですが，私たち
の活動をずっと楽しんで続けていたら，今すぐで
はなくても，この小さな営みがいつかは地球規模
とか全人類のウェルビーイングにつながるところ
まで考えてもいいのかなと思い始めました。障が
い児を含んだ多様な人たちが共に遊び，踊り，共
に生きる場をつくる本実践は非日常の想像の世界
ではありますが，同時に「私たちのウェルビーイ
ング」という個の集合的な総体のウェルビーイン
グを想定して，私たちのための幸せな場（未来）
を共に創る縮図的な体験とも言えるだろうと思い
ます。

ESDから学校における
ダンスの可能性を探る

山﨑　朱音

1．はじめに
現行の学習指導要領には，「持続可能な開発の

ための教育（ESD）」が基盤となる理念として掲
げられています。指導要領の前文及び総則には「１
人１人の生徒（児童）が自分の良さや可能性を認
識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在
として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な
社会的変化を乗り越え，豊かな人生を拓き，持続
可能な社会の創り手となることができるようにす
ること」が示され，この“持続可能な社会の創り
手”を学校教育を通して育成することが求められ
ています。

この「持続可能な社会の創り手」を期待される
子どもたちの「生きる力」を育むことを目指すに
あたって，全ての教科に共通して３つの資質・能
力を育むように目標が設定されてました。

一つ目に，実際の社会の中で生きて働く「知識
及び技能」。受験勉強に必要な知識ではなく，本
当に実際の社会で使える知識であり，「知識を詰
め込む」こととは異なる「知識」といえます。そ
して世の中はこれからどうなっていくか分からな
い。そういう時代を生きていく子どもたちが未知
の状況にも対応できるような「思考力・判断力・
表現力等」。そして学んだことを人生や社会に生
かそうとする「学びに向かう力・人間性等」。こ
の３つの柱が，全ての教科を通して育む資質・能
力です。

そして，学習の効果の最大化を図るカリキュラ
ムマネジメントに努めること，また，社会との連
携及び教育によりその実現を図るために「社会に
開かれた教育課程」の実現が目指されています。
各教科が独立するのではなくて，教科等の連携，
そして学校を超えた社会との連携が求められてい
ます。

ESDの視点に立った学習指導の目標は，教科等
の学習活動を進める中で，「持続可能な社会づく
りに関わる課題を見いだし，それらを解決するた
めに必要な能力や態度を身に付ける」ことになり
ます。持続可能な社会作りの構成概念は，「多様性」

「相互性」「有限性」「公平性」「連携性」「責任性」
の６つ，ESDの視点に立った学習指導で重視する
能力・態度は，「批判的に考える力」「未来像を予
測して計画を立てる力」「多面的・総合的に考え
る力」「コミュニケーションを行う力」「他者と協
力する力」「つながりを尊重する態度」「進んで参
加する態度」の７つの視点に示されています。

ここで示されている６つの構成概念と７つの能
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力・態度を，学習指導要領における資質・能力の
３つの柱に対応した観点別学習状況の評価の３観
点と関連付けて考えることは，学校教育の中での
ESDの推進につながると考えます。持続可能な社
会の形成者としてふさわしい資質・価値観を養う
ためには，その根本となる「生きる力」と関連付
けながら，教師は授業を計画・展開していくこと
が求められます。

2．学校教育におけるダンス系領域の位置づけ
ダンス・表現運動（以下，ダンス系領域とする）は，

体育科・保健体育科の教科の中で取り扱われてい
ます。小学校から高校までの12年間のうち，中学
校１，２年生までの８年間は必修で行われていま
す。ただ，現場の先生方の話を聞く限り，特に小
学校において運動会で行うダンスが表現運動の授
業とされており，ダンス系領域の特性に触れるこ
とができる授業が行われていないことが危惧され
ます。

ダンス系領域の特性は，中学校学習指導要領に
は，「ダンスは，『創作ダンス」『フォークダンス」『現
代的なリズムのダンス』で構成され，イメージを
捉えた表現や踊りを通した交流を通して仲間との
コミュニケーションを豊かにすることを重視する
運動で，仲間と共に感情を込めて踊ったり，イ
メージを捉えて自己を表現したりすることに楽し
さや喜びを味わうことのできる運動」と示されて
います。世代や人種，障害の有無などを超え，勝
敗や記録にこだわらない，身体を通した他者との
コミュニケーションを豊かにする運動と捉えるこ
とができます。

そして，ダンス系領域の学びの特徴は「探求型，
ゴールフリーの学び」であることです。つまりひ
とつの正解・ゴールを求めるのではなく，個に応
じたそれぞれの表現があることを認めるよう，教
師は授業を展開していくことが，ダンス系領域の
特徴であり，ここに体育・保健体育の他の種目と
は大きくダンス系領域が異なる運動の特性です。

そのために，指導方法も他の種目とも大きく異
なるところがあります。例えば，自由な表現を引
き出すために，教師自身も威圧的な態度を取った
り，型にどんどんとはめ込んでいくような指導は，
自由な表現を引き出すためには適していないと思
われます。教師の指導性としても，賞賛などの肯
定的な言葉がけを積極的に行ったり，普段は集団
に埋もれてしまう子どもの動きを価値付けてクラ
スの中で共有していくなど，学習環境の設定も重
要な教師の役割だといえます。

取り扱う３つのそれぞれのダンスの特性につい
てです。「表現・創作ダンス」はイメージを起点
にして自由に表現する。「リズムダンス・現代的
なリズムのダンス」はリズムに乗って自由に踊る。

そして「フォークダンス」は伝承されたものを身
に付けて一緒に踊って交流することが特性です。

「表現・創作ダンス」と「リズムダンス・現代的
なリズム」については，特に自由に踊る創造的な
ダンスということで，「フォークダンス」とは異
なる指導の仕方が提案できます。

特に今回，「表現・創作ダンス」についてお話
しをさせていただきますと，表現・創作ダンスの
主な技能としては，即興的な表現（ひと流れの動
き）とひとまとまりの表現（作品創作）がありま
す。授業の中で子どもたちが自由に踊ることがで
きると，そこには，正解が１つではない多様な表
現が生まれます。このような子どもの動きに対し
て，教師は即興的な指導を求められ，子どもの動
きに対応した臨機応変で柔軟性のある指導が必要
といえます。

昨日，永田先生が教師の身体性について，これ
から必要な教師の身体性は，「正答のない問いを
大切にしている先生」，「等身大の先生。柔軟性で
受容的な身体性，傾聴の姿勢がある先生」。そし
て「変容する先生（トランスフォーム）」を挙げ
られました。

このような今求められている教師の身体性は，
これまでのダンス授業の指導場面で必要な教師の
姿と重複しているように思います。

3．体育授業の転換とダンスの価値の再考
少しダンス系領域と併せて体育授業についても

お話をさせていただきたいと思います。ESDの観
点が入り３つの資質・能力の育成に学力観が変化
している今，体育・保健体育の授業も変化してき
ました。例えば，「何かができるようになる」「相
手チームに勝つ」ことを重視した指導は改められ，
例えば「どういった練習方法が考えられるか」

「〇〇さんのこういう動きが良かったね」といった，
自身や他者の身体に向き合う，仲間と協働して練
習方法や作戦を考える授業が行われ，正解の獲得
ではなく，問題の解決に向け思考する力を育む授
業が行われています。ここで育成される資質・能
力が，「思考力，判断力，表現力等」，そして「学
びに向かう力・人間性等」であり，この資質・能
力が重視されています。つまり，今の体育・保健
体育授業では，勝敗や，記録だけでは子どもを評
価しません。

今の体育・保健体育授業に参加する子どもは，
運動の好き嫌い，できる・できないの技能差だけ
に限らず，外国にルーツがある子ども，なにかし
らの特徴をもつ子ども，ジェンダーでジレンマを
抱えている子ども。このように，多様な子どもが
同じクラスの中に存在しています。やはりここで
も「多様性」がキーワードになるかと思います。
多様な他者同士が，互恵的に学び合うことが体育
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授業に求められているのです。自分ができるよう
になるとか，勝つために自分がシュートすればい
いという利己的な考え方ではなく，みんなで一緒
にやるにはどうしたらいいのか，自分が少し我慢
することがあったとしてもみんなが楽しめるとい
う，利他的な考え方ができる子どもを，体育・保
健体育の授業を通して育てていきたいものです。

横浜国立大学附属鎌倉小・中学校の授業で，中
学校３年生と小学校２年生が一緒に行った体つく
り運動の授業です。「あなたもわたしもあの子も
その子もたのしめるうんどうづくり」という授業
目標で，体格差も技能差もある，けれども全員が
楽しめる運動を中学校３年生が考え，小学校２年
生と授業をしました。中学校３年生はこの単元に
入る前に，誰もが楽しめるスポーツとして「ゆる
スポーツ」を調べ，体験しています。その学びを
生かし自分も小学生もみんなで楽しめる運動を考
えるという授業が展開されました。

＜動画開始：ローラーバスケの実践＞
小学校２年生が椅子に座った状態でそれを中学

校３年生が動かすというバスケットボールです。
中学校３年生が考えた運動について，小学生から
も意見を聞き，みんなが楽しめる運動は何だろう
とみんなで考えていました。このような授業が昨
今，ダンス系領域に限らない他種目の授業でも考
えられています。

ダンス系領域の特性は，他の運動領域とは異な
る要素を持っています。先に述べた「探求型・ゴー
ルフリーな学び」がそのひとつです。イメージを
即興的に身体で表現する力，仲間と共に試行錯誤
して作品を創作する力は，まさに「何ができる
か」に留まるものではありません。個別に捉えた
イメージを身体を媒体として表現し，仲間との違
いを認め合い高め合う活動をすることは，今日の
教育課題である「個別最適な学び」に対応した学
びといえます。この学びが例え教師が意図せずと
も，ダンス系領域の特性の中に含まれていること
自体に，ダンス系領域の可能性があるのではない
でしょうか。これまでも，ダンス系領域は，他の
運動領域よりも先行した学びを提案してきたので
はないかと考えます。

改めてESDの視点に戻ると，ダンス系領域授業
の中で育成される「思考力・判断力・表現力等」，「学
びに向かう力・人間性等」は，未知の状況に対応
し，その学びやその後の人生の学びや人生の「生
きる力」となり得るのではないでしょうか。ここ
に，ダンス系領域が持続可能な社会の創り手を育
成する要素を多分に含んでいると考えます。

4．教科連携による学びの拡がり
ダンス教育のみをみても，子どもの多様性に応

じながら個の学びを促すことはできます。ただ，

「身体表現」からのアプローチだけでは「自分を
表現すること」ができないという子どもがいるこ
とは想像できます。多様な表現活動を通して，自
分に合った表現方法を子ども自身が見つけていく
ことも必要ではないでしょうか。

表現活動そのものは，音楽や身体，言葉，造形
など様々な方法で行われます。未就学児はこのよ
うに多様なアプローチにより表現活動を楽しんで
います。学校教育になると，突然「教科」が出現
します。表現活動を担う教科には，音楽や図画工
作，国語，ダンス系領域を含む体育が該当します。
ダンス，音楽，図画工作・美術に共通する表現活
動は，自分が何をどのように表現したいのか，と
いう「個」が尊重されます。さらに，人種や性別
などにとらわれない，「人と違っていい，違うこ
とが当たり前」という多様性の概念が存在します。
特に現行の指導要領では，ESDを実践する上で学
習効果の最大化を図る「カリキュラム・マネジメ
ント（教科連携）」に努めることが記されています。
このカリキュラム・マネジメント（教科連携）が
推奨されている今，表現活動を共通項として図画
工作・美術や音楽，体育が連携することは，個々
の多様な表現方法の選択にもつながり，学びの深
まり，拡がりを促すことができるのではないで
しょうか。

5．横浜国立大学教育学部での取り組み
横浜国立大学では，教育学部が主体となって大

学全体でのESD教育に取り組んでいます。その取
り組みから派生し，学内にある「里山」を活用し，
里山にたくさん生息している「竹」を素材とした
授業を教育学部教員の様々な視点から担当する授
業があります。そのうちの２コマ分を美術，音楽
とダンスが協働して「里山を表現する」という授
業を担当しました。

里山にある「竹」を切るところから活動は始ま
ります。その後，手を加えながら楽器を製作しま
す。その楽器を用いて音を奏で，その音に触発さ
れた身体表現を楽しむという活動でした。

この教科連携による取り組みは，一連の活動を
通して，学生が何を感じていくのか，ESDの視点
に立って検討しました。受講学生に対し授業後に，
ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態
度の７項目について５段階で回答を求め，また活
動を通して何を感じたのかを自由記述で調査しま
した。グラフで示しましたが，７つの項目のうち

「批判的に考える力が身に付いた」以外の６つの
項目について，学生は肯定的な評価をしています。
自由記述からも，多様な方法による表現活動が受
講学生のESDの視点に広がりを持たせることも
確認されました。
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6．学校教育におけるダンスの可能性
学校におけるダンスの可能性が，ESDの視点が

入ることで新たに着目されうるといえます。ダン
スそのものの持つ特性，その特性を生かすための
教師の姿，学習者同士が創る空間が，ESDの視
点に立つことでより強調され重要視されるものと
なったと考えます。

改めて，ダンスを「表現活動」「身体表現」と
捉えることによる学校教育の中でのダンスの可能
性はより一層拡がっていくと思います。これまで
様々な実践や研究が行われていたことが，今の学
校教育が向かうべき方向性と合致し，ダンスの価
値が一層認められつつあると思います。

学校教育の中で，ダンス系領域の素晴らしい特
性を伝えていきながら，子どもの数十年後の資質・
能力の育成に携わる内容を包括していることを再
認識していきたい，またまだまだ秘めているダン
ス系領域の可能性を先生方と議論させていただき
ながら深めていけると幸いです。

様々なバックグラウンドを持つ
子どもたちとアーティストとの出会い：
ダンス・ワークショップの可能性

堤　康彦

団体概要ですが，1999年に創立しまして2001年
にNPO法人化した団体でございます。主に都内
で活動しておりまして，子どもワークショップを
専門的にコーディネートしています。

活動目的は，多様な価値観，考え方，身体感覚
を持つ人々が共生する社会を創造するため，子ど
もたちとアーティストの出会いを通じて創造的な
学び，遊びの機会を作り，子どもたちの育ちに寄
与することです。

2021年度の実績としては，ワークショップなど
に参加した子どもの人数は4,600人余り。ワーク
ショップの実施日数が延べ511日間の活動をして
おります。

芸術ジャンル，実はダンスだけではございませ
ん。ダンスのアーティストに行ってもらうことが
多いですけれども，ダンス以外にも音楽，美術，
演劇など，コンテンポラリー系の現代アーティス
トの人に色々なところに行ってもらっている団体
です。

活動の中心になっているのがASIAS（Artist’s 
Studio In A School）で，これは私のほうで勝手
に名付けて総称して言っているものです。子ど
もたちが普段いる場所にアーティストが出掛け
て行って，子どもたちの日常的な時間にワーク
ショップを実践する活動です。ここに概念図を書

きました。アーティストと小中学校，幼稚園，保
育園など子どもがいる場所，そこを橋渡しして，
当NPOがコーディネーターをやっています。

団体にアーティストが所属しているわけではあ
りません。そのたびごとに学校などからこんな体
験を子どもたちにさせたいという希望を伺って，
それに基づいてアーティストに声を掛けています。
事前にまずコーディネーター（当NPOスタッフ）
が学校などにお邪魔し，先生からヒアリングをし
て，いったん持ち帰り，その後アーティストを決
めて，アーティストを連れていって，もう一度打
ち合わせをする。それからワークショップの実施
というようなかたちでやっております。

その活動全体を支えていただいているのが国と
か自治体とか教育委員会，民間の財団や企業など
の協賛金など。あるいは個人のご支援もたくさん
最近はいただいております。

ASIASは2000年に活動をスタートした時に
は，公立の小学校を対象にしていました。ただ
そこからアーティストを連れていく先が広がり，
ASIASは頭文字，「Artist’s Studio In A School」
を略したもので，schoolと言っていますが，いま
ではschoolだけではなくなってきています。子ど
ものいる場所というのが，年齢的にも広がって幼
稚園，保育園，子ども園など幼児のいるところか
ら中学校，また学校の中でも通常級だけではなく
て特別支援学級とか通級教室に行ったり，あるい
は特別支援学校に行ったり，福祉施設である児童
養護施設や，障がい児入所施設，母子生活支援施
設，児童自立支援施設のような，まさに子どもた
ちが生活の場としているところにもアーティスト
を連れていくことをやっております。最近は子ど
も食堂など，子どもの居場所のようなところとか，
養育家庭いわゆる里親の家庭のところとかファミ
リーホームとかの子どもを対象に活動したり，直
近では少年院と打ち合わせをしています。

子どものいる場所，日常的に彼らがそこで生活
しているところにアーティストが行くことに何か
意味があるんじゃないかなと。子どもたちを公募
で集めて，例えば，劇場でワークショップをやる
とかそういうのもとっても意義のある活動だと思
うんですけれども，そうではなく，子どもたちが
日常的にいる場所にアーティストを連れて行くと
いうこと。そこにちょっと私は興味があって継続
して進めています。

こちら小学校の特別支援学級に山田うんカンパ
ニーのダンサー数人に行ってもらった実践ですけ
れども，全部で10日ぐらい行きました。徹底的に
音楽を流して自由に踊ることを繰り返し，即興的
に踊ることをやっておりまして，最後は通常級の
子どもたちに作品，作品と言っても振り付けがあ
るようなものではないんですけど，曲と構成を決
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めて見てもらいました。
これは都内の児童養護施設に新井英夫さんとい

うアーティストに行ってもらった時の実践です。
左上は『なべなべそこぬけ』，２人組でくるっと
反転するような，それを最初は２人でやって，次
に４人とかグループでやっているところです。職
員の方も入ってもらったりしながらやっています。
右上はステップたたきと新井さんは呼んでいます
けれども，円になった周りの子どもたちが長座姿
勢で，足に木の木片を乗っけています。中央の子
どもが床に足をつけた瞬間に木片をマレットでた
たく。中央で動く人がある意味音楽の指揮者の役
割を体を動かしながらやっていくような感じです。
左下は障がい児の実践で，ポリエチレン幕などモ
ノを使って動いています。右下は，光の軌跡といっ
て，カメラに向けて懐中電灯で光を当てながら，
シャッターをずっと30秒ぐらい押しっぱなしの状
態にして光の軌跡を作るような実践になります。

入り口のところで『教育美術』という月刊誌に
私が新井英夫さんによる実践について寄稿した

「からだを奏でる子どもたち」の資料を配布しま
した。新井さんは色々なものも使ったり，音楽を
生の音を使ったり，空間を生かしたりということ
をよくやっているアーティストです。その方の実
践を紹介したものですので，ご興味がある方がい
らっしゃれば見てください。

次も都内の児童養護施設で森下真樹さんという
アーティストに行ってもらった時のものです。児
童養護施設には２歳ぐらいから18歳ぐらいまでが
いますが，ここは割と小学生の女子が多かったで
す。10日間ぐらい継続して通いまして，最後下の
写真はその施設の職員さんと，他の子どもたちに
発表しているものです。

次に，子どもを取り巻く社会状況ということで
お話ししたいと思います。社会もここ10年，20年
変わってきていると思うんですが，大きなことは
ここ20年強，経済的に不況が続いているという日
本の特有の状況があります。

子どもを取り巻く環境の変化では，自然の中で
遊ぶ機会が減りすぐ疲れたと言っていたり，ある
いはテレビ電話，インターネット，スマホに触れ
る時間が増加していたり，親や先生以外の他の大
人とふれあう機会が減少している。異年齢の子ど
もとなかなか触れ合う機会がなかったり。自閉，
発達障害傾向のような子どもが，顕在化してきて
いることもあります。１人親家庭，貧困家庭の子
どもの増加や，育児放棄を含む虐待を被る子ども
が増加している。全体として自己肯定感が得られ
ない子どもが増え，子ども個々に支援，対応，ケ
アの必要性が増大していると思っております。

アーティストを連れて行く先を拡大してきたこ
とは，20年の間にどんな子どもたちの元へアー

ティストを派遣したらいいんだろうというのをや
りながら考えてきた結果でもあります。最初は公
立の小中学校に行ったわけですが，その時も様々
な子どもがいて，例えば，発達障害傾向の子だっ
たり，外国ルーツの子どもだったり，とても複雑
な家庭環境の子どもだったりと，公立の小学校な
ので色々な子が通常級にもいることを感じました。
特別支援学級とか特別支援学校を重点的に行くこ
とになって，特に知的障害だとか情緒障害の子ど
もたちが在籍しているところに行ったりしていま
す。

児童養護施設は色々な家庭の事情で保護者と暮
らせない子どもたちが生活している場になります。
大体１部屋７～８人で暮らしているようなところ
が多いですが，現在はほとんどの子どもたちには
生存する親がいて，近年の最も顕著な入所理由は
虐待となっています。

障がい児入所施設というのもここ10年ぐらいで
行き始めています。自宅で日常生活を送ることが
困難な子どもが入所している場所になっています。

母子生活支援施設，これも入所する理由は様々
ですが，例えばDV被害者の自立支援を進めるた
めの施設でもあリます。

児童自立支援施設は，今年度初めて神奈川県の
施設に行くんですけれども，いわゆる不良行為を
する恐れのある児童，あるいは家庭環境その他環
境上の理由で生活指導を要する児童が入所してい
ます。実際には家庭環境が非常に複雑な子たちが
集まっています。

次に，アーティストワークショップの効用につ
いてです。例えば，発達障害傾向の子どもたちの
場合を考えてみますと，普段の生活ではこだわり
の強さとか，他者との関係において，特に言葉に
よるやり取りにぎこちなさを感じていたり，他者
の感じていることを慮ることが苦手だったり，感
覚過敏だったり，注意欠陥だったり，多動だったり，
行動特性としてその子その子で違いますが，大体
日常生活を送る上でマイナス面としてそれらが現
れてしまうことがあります。

そのことによって自己肯定感の低下とか孤立感
とか，あるいはかっとなってしまったり，生き
づらさを感じている。でもアーティストワーク
ショップをやっている時は，アーティストは，そ
もそも人や人の心，人の感じ方はそれぞれ違いが
あって多様であるという前提に立っていますので，
彼らの行動特性を個性として捉えてアイデアだと
か感受性を生かしてワークショップを進行してい
くことになります。

子どもたちの感じ方や行動の変化，子どもたち
から出てきた表現をとにかくほめること。実際に
アーティストが面白いと思ってほめることによっ
て，子ども同士の関係性にもいい効果が与えられ
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ることが多いです。
つまり子どもたちの自己肯定感の向上であると

か，他者とのコミュニケーションや関係づくりの
質的向上が生まれていて，特に言語以外の音楽や
身体表現による他者との即興的なやり取りとか，
個々の違いを認め合いつつ共同で何かを見いだす
喜びを味わうのは貴重な体験となっていると思っ
ています。

次に，被虐待経験を持つ子どもたちの場合を考
えますと，そういう子どもたちに見られがちな傾
向としては，自尊感情が低かったり認められる体
験が少なかったり，自己表現を抑圧してしまう，
対人関係を作れない，虐待を受けてきているので，
そもそも他者に対してマイナスイメージが強い。
実際，生活の中で勉強するどころじゃなかったよ
うな環境であったりするので，低い学力であった
り行動上の問題が起きたり，居場所を喪失してい
ること。愛着障害などの障害も多くなっておりま
す。

アーティストのワークショップでは，自由な表
現が許されること。否定されることがなく自分の
表現に対して肯定的な評価が得られること。定期
的に用意される自分の場所があって，多様性が尊
重されること。言語に縛られない表現とコミュニ
ケーションということで，こちらも自己肯定感が
向上したり，他者とのコミュニケーション，関係
づくりが質的に向上します。

定期的に場所が用意されて，ちゃんとその大人
が来ることが実は児童養護施設とかは大事だとい
うことを施設の職員から言われました。

最後ですけれども，ダンスワークショップの
可能性について。ダンスアーティストのワーク
ショップというのが，実際どんなことを行ってい
るかというと，体ほぐしとかリラクゼーションと
か，五感を意識するものだったり，あるいは表現
としては個人での表現もあれば，グループとして
のグループワークの表現もあり，さらに即興と振
り付けがあって，長期間行うのであれば作品作り
までやる。その際は音楽，美術，衣装を含めた総
合表現になっていることも特徴だと思います。

そういう過程，プロセスを通じて自分を発見し，
内なる自分を見つめる機会になる。他者との関係
作り，他者理解，身体コミュニケーションをして，
さらに自分を取り巻く周りの空間ですとか音です
とか自然ですとかそういうものを見つめ直すきっ
かけにもなっているのかなと思っております。こ
ういう効果のあることは，困難な境遇にいる社会
の中で周縁に追いやられてしまいがちな，居場所
を失った心の回復を必要としている，そういう子
どもたちこそダンスワークショップを必要として
いるのではないかと考えてやっているところです。

質疑

【猪崎】４名の発表を，視点を変えてもダンスの
可能性は同じところに行き着くのだなと思いなが
ら聞かせていただきました。実践が非常に豊かに
繰り広げられていることもよく分かりました。そ
れでは４人の先生方にご質問いただきたいですけ
ど，いかがでしょうか。

【フロア１】日本女子体育大学の内堀と申します。
堤先生に質問させていただきたいと思います。派
遣されるアーティストが色々な方がいる中でこの
学校にはこの人だというところがあると思います
が，選抜理由というか，なぜそのアーティストを
そこの学校に運んだのみたいなところを決めてい
る基準がありましたらお伺いできたらと思います。

【堤】明確な基準はありません。こんな子どもた
ちがいて，こんな体験を子どもたちにさせたいと
いう希望をまず先方から聞きます。実際に，普段
の授業を見学させてもらったりして，子どもの様
子を観察し，いったん持ち帰って，じゃあ誰にし
ようというような感じです。事務局の中で実は
色々吟味しながら決めています。

実際，同じようなアーティストが何回か色々な
ところに行ったりしている場合もあります。特別
支援学校あるいは児童養護施設のようなところは
経験の豊富な，われわれが何度かやっているアー
ティストに行ってもらうことが多いです。一方で
アーティストを発掘するというのも大事な仕事に
なっています。

あまり子ども専門に何かやっているようなとこ
ろには声を掛けてなくて，普段のそのアーティス
トの公演を見て，この人は考えていることが面白
いな，新しいものを何か生み出そうとしているな
というアーティストに基本的に声を掛けている感
じです。

【猪崎】アートをしっかりと探求している人を派
遣しているというふうに見えますが，先生いかが
でしょうか。

【堤】そうですね。だからそこが非常に主観的で
すけれども，事務局が見て面白いなというか，面
白いというのは人によって色々価値観が違うと思
うんですけれども，そういうアーティストにお願
いをしています。

【猪崎】たくさんの芸術家に依頼して，学校の現
場とか色々な場とつないでいるという数多い経験
値は，今後役に立つと思います。皆さん他に。

【フロア２】武蔵野美術大学で非常勤講師をして
おります。４人の先生方に共通していることは，

「つなぐ」ということをそれぞれの持ち場でフル
になさっていることでした。何か協力してほしい
課題があればお一言ずついただきたいと思います。
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【猪崎】シンポジウムのテーマが「未来へつなぐ」
ということなので，ダンス教育で教えている中で
の自分の課題を少し言っていただき，それがどう
いうかたちで解消できるかという希望的なものを
簡単に教えいただけますでしょうか。

【八木】こういうダンス，ああいうダンスという
ふうに分けていきたくなってしまうけれど，１人
１人が経験していることの奥底には通底するものが
あるところをどう伝えていけるかなという話です。

初めからその話をぼんと投げ掛けてもなかなか
伝わりにくい。だから，現代的なリズムのダンス
で言えば例としてのHipHopを通して，文化的背
景を持って生まれてきたリズムに乗ろうとする，
また乗っていくことで文化のかたちや心持ちにも
関心が生まれる。つまり，そこの中に本気で入っ
ていった時にこんな体験が待っている，あるいは，
今まさにそうした体験ができていたね，というこ
とをどれだけ丁寧に伝えていけるか。それができ
ればジャンルや形式が変わっても，「A-ha体験」
につながることが紹介できるのではないかなと考
えています。

【猪崎】色々な視点から見て，通底するというか，
核のところはみんなそれぞれ一緒ではないかとい
うことを今日確認できたと思います。大橋先生，
お願いいたします。

【大橋】私はまさにコロナ禍で中断したり縮小し
たりしている活動がたくさんあって，ポストコロ
ナ，アフターコロナに向け変わっていいこととそ
れでも変えたくないこと，守らなきゃいけないこ
とを見極めて，それをどうやって継続していくの
か。もしくは新しいかたちを再創造して未来につ
ないでいく方法があるのかといったことを考えて
います。

例えば，コロナ禍に生まれた赤ちゃんって３年
間あまり人に触れられていないし，保育所や幼稚
園でも保護者参加型の活動は激減しました。ここ
からどういうふうに立て直していくか，すぐには
答えが見つからないとは思いますが，同じ想いの
方々とたくさん情報交換しながら，大事なものを
共有して確かめていきたいと願っています。

【猪崎】今向かっている壁ですよね。山﨑先生，
お願いします。

【山﨑】今，学校教育の中で行われている表現運
動・ダンスの教育が，子どもたちの将来にどのよ
うに繋がっていくのかということを，具体的に子
どもに伝えてあげたいなと思います。現在，ダン
スが体育の中で「運動」として捉えられている視
点を，多様な表現方法のひとつにある「身体表現」
であることとして捉え，自分の思いを身体で表現
するとき，生まれる踊り（動き）はそれぞれでいい，
誰にでもダンスはできるということを子どもに伝
えたい。そしてそれが子どもたちの自信に繋がっ

ていくと思います。子どもにダンスのおもしろさ
を伝えるにはどうしたらいいかということ，その
ために教師はダンスの特性と指導のポイントをど
う理解してもらうか，それが課題であり，さらに
拡げていきたいことです。

【猪崎】堤先生，お願いします。
【堤】どんな子どもたちにどんなワークショップ
を提供するのがいいのかということ，もう１つは
継続的にやっていきたいけどなかなか継続的に
やっていく基盤を作るというのは難しかったりす
ることが課題だと思います。

実は児童自立支援施設と少年院のプロジェクト
はベネッセこども基金というところから支援して
もらい，３年間で何とかかたちにするようにとい
うことでやっていますが，そのように長い視点で，
中期的な視点を持ってやれるとだんだん広がりと
いうものができていけるのかなと思っています。

【猪崎】今直面している課題は，コロナ禍の中で
子どもたちとちゃんと向き合えていないという怖
さが教育の現場にはあると思います。その中でも
ダンスは距離を持ちながらうまくお互いに関わり
合うことによって相手の表現したいものを引き出
していくような試みを続けていってくだされば，
SDGsの中での教育においてダンスが大きな注目
を浴びるジャンルになってくるのではないか，そ
ういう希望を今日の４人の先生方のお話の中で見
せていただいたような気がします。

【猪崎】：他にご質問ないでしょうか。
【フロア３】：佐分利です。私も障がいの人たちが
混ざったダンスをやっているんですけれど，20年
ぐらいダンスをやっている人が，身に付いた技能
を持ってどうやって社会とつながっていくんだろ
うというところです。例えば，鳥取は，障がい児
のアートの大会などがありますが，見に来る人
は家族から外になかなか広がらないのが問題で，
もったいないなと思っています。自分が長くやっ
てきたもので社会をつなぐ方法のヒントをいただ
きたいです。

【猪崎】活動がどのようなかたちで広がっていき，
伝播していき，また違う人が同じような活動がで
きるかというところで，先生方，何かそこでお考
えありますでしょうか。

【八木】ダンスとの関わりで様々なことが起こっ
ているわけですが，そういった情報が，例えば，
集約されていて，そこをのぞいてみるとこんな
ことを求めている人がいることが見付けられる，
マッチングのような場面があることですね。今は
それぞれがネットで調べれば良いという感覚もあ
るのかもしれませんが，例えば，舞踊学会にそん
なデータベースがあるというふうになると可能性
があるなと思ったのが１つ。もう１つは，たくさ
んの人たちと交流をして，その活動が広がってい
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くこともとても大事だと思うのですが，時間の長
さも大事ですよね。特定のサークル，特定のコミュ
ニティーの中だけでとても温かく大切に長く続い
ていることも大事だと私は思っていて，だから広
がりと継続の両方を大切に見ていきたいものです。

【大橋】大学では学生が軸なので，囲わないで出
していって，その地域の人たちと触れ合うような
仕組みをたくさん作っていくことが重要だと考え
ています。また地域で，演劇のワークショップや
アートの取り組みが核にあるようなことをやって
いらっしゃる方たちもたくさんおられるので，関
連する分野と連携して，生活圏という暮らしの中
の遊びとして，生活の中に遊びのままにあるよう
な取り組みとして発展していくことが，もしかし
たら一つすべかなと思っています。

【山﨑】学校におけるダンス教育が社会にどう広
がっていくのか。学校で学ぶ際に，その子どもた
ちがダンスの価値を理解してくれることが，卒業
してからの舞台（ダンスやミュージカル等も含
め）鑑賞などの行動に繋がっていくと思っていま
す。ダンスを観に行くこと，ダンスをする（踊る）
こと，ダンス文化を支えること，ダンスについて
知ること，ダンスへの関わり方は多様にあり，自
分なりのダンスとの関わり方は何だろうというこ
とが見つけられるような教育が大切だと思います。

【堤】主に１人親家庭の子どもたちとワークショッ
プを重ねていて，豊島子どもWAKUWAKUネッ
トワークという別のNPOと協力していただきな
がらやっています。豊島子どもWAKUWAKU
ネットワークという団体は，子ども食堂ですと
かプレイパークですとか学習支援とか，そうい
うことを豊島区のエリアでやっているNPOです。
NPO同士がつながっていくことで，ダンスを色々
な，例えば，今，学習支援で勉強をなかなか親に
見てもらえない子どもがたくさんいて，そういう
子どもを見ている団体っていっぱいあると思うん
です。だけど実は子どもに足りないものは勉強だ
けじゃないんです。色々な経験が足りないんで
あって，そういうところとつながっていくことが
結果的に色々広がっていくことになるのかなと
思ったりしています。

【猪崎】つながって，共通項ができたりすること
によって社会に伝播していく可能性というのは強
いかもしれません。グループが重なり合ってやっ
ていければ，そこの重なり合ったところからまた
違ったかたちで出てくるということなど，いかが
でしょうか。今ダンスが社会の中でどのように受
け止められて，そしてそれがどのようなかたちで
広がっていくかというところは正念場だなという
気はします。

【フロア４】日本女子体育大学大学院の学生です。
人の過去とかこれまでの経験，性別とか，そう

いうものを全て抜きにして，今そこにいるその
子，その人丸ごとが享受される環境があって初め
て舞踊が教育の中で意味をなしてくる。逆に言え
ば，それが体を動かすことによって自然に導かれ
ることも舞踊教育の１つの良いところだと思いま
す。自分もダンスをやる中で先生がいなくても一
体になるとか，自分たちだけで好きに表現するこ
とに行き着いた時にすごく仲間と一体感を感じる
経験がありました。それを教育者として経験され
てきた先生方が実際に何かそこを超えるというこ
とに対してのきっかけとか，働きかけなど，それ
が教員の言葉なのか，体を動かすことなのか，何
かありましたらお伺いさせていただければと思い
ます。

【猪崎】お答えするとしたら，そういう教師から
生徒へ受け渡しする壁というか境界があるのか。
境界を越えられるのかとか，だからどういう教え
る場を作るということも含めて考えていくところ
かなと思いますが，先生方，いかがでしょうか。

【八木】私は大学教員として「教える」立場にあ
りはするのですが，ファシリテーションというよ
うなことを念頭に置いています。あなたの中では
どんなことが起きているの？私の中ではこんなこ
となんだけど，というような。その刺激に乗って
互いに芽が出てきた時になにか融解していく感じ
が，私の中では実感として起こります。そして，
自分がとても楽しんでいること，感動しているこ
とをどんどん発信することも大事にしたいです。

【猪崎】皆さんにお聞きするのでいいですか。
【大橋】私は「人こそ環境」だと考えているので，
その意味では「教師も環境」で，もっと言えば「環
境でしかない」とも思っています。発達する主体
は子ども自身であり，学ぶ主体も生徒，学生自身
であるというふうに考えていくと，教師の役割は，
より良い環境であり続けることだと思います。そ
れに気づいた時，終わりがないなとも思ったんで
すけど…。遊ぶことを楽しむ主体であり続けたい
し，踊りもずっと楽しんでいたい。それを「～で
なければいけない」と思ったら駄目だと思うので，
そういう意味では自らが幸せで愉快に生きて，よ
り魅力的な環境であり続けるということが一番の
高い目標かなと思いながらやっています。

【山﨑】学校教育のダンスの授業では，子どもが
本気になって踊り，自分のありのままを表現して
いいと思えるぐらいにその気にさせること。そし
て本気になった時に自分の身体表現をクラスの仲
間が認めてくれるんだという安心できる場作り。
この２つが，教師が子ども同士の動きのやり取り
を引き出すためのきっかけであり大事なポイント
であると考えます。

【猪崎】堤先生，お願いします。
【堤】私がやっている活動ですと，結局，アーティ
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ストが行ってやるわけなので，アーティストはそ
もそも教えるつもりはない。その場を刺激的ない
い時間にしたいということでやっているんだと思
います。ワークショップとは何かというとその定
義は難しいと思うんですけれど，ワークショップ
は本来，一方向じゃなくて双方向というか色々な
関係性が緩く変化していく場所だと思うんで，そ
ういうものを目指しているという感じです。

【猪崎】今日のシンポジウムを皆さんと一緒に共
有できましたこと，本当にありがたく思いますし，
舞踊学会としてこれからもダンスの可能性を強く
発信していかなければいけないと思います。あり
がとうございました。




